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	分科会1（国公立）
	今日お話しすること
	1. 障害のある学生を支援するにあたって必要
	学内の支援体制を知る
	いま、何ができるかを考える
	主体性を持つ

	2. 事務職員の立場でできることは何かを考える
	事務職員であることの強みを生かす
	支援カレンダーを作る
	教職員の協働体制を作る

	検討事例



